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令和５年８月２４日 

 

 

 

 

 

 

「令和４年（２０２２年）雲仙市観光統計」 

前年比１８．５％増の約１８９万２千人 

３年連続で２００万人を下回るが、顕著な回復傾向 

 

 

◎観光客延べ数 １８９万２，１１５人（約２９万６千人増） 

令和４年(１～１２月)に雲仙市を訪れた観光客延べ数は、前年比１８．５％増（約

２９万６千人増）の１８９万２，１１５人と増えました。令和２年から３年連続で

２００万人を下回っていますが、回復傾向が顕著にみられる結果となりました。 

内訳は以下の通りです。 

日帰り客数  １２８万９，６４６人 前年比１４．５％増（約１６万３千人増） 

宿泊客延滞在数 ６０万２，４６９人 前年比２８．２％増（約１３万３千人増） 

 

 

◎各種分析 

〇日帰り客数 １２８万９，６４６人（約１６万３千人増） 

観光スポットでみると、仁田峠を訪れた人は前年より約５万人増え、雲仙温泉

への来訪者も前年より約４万人増加するなど、全体的に増加した点が特徴です。 

集客力のあるイベントでは、「雲仙灯りの花ぼうろ」や「千々石橘公園まつり」

などが前年に比べ５千人程度増え、「雲仙市産業まつり」なども再開されたことで、

日帰り客数の伸びにつながったと考えます。 

 

〇宿泊客延滞在数 ６０万２，４６９人（約１３万３千人増） 

  宿泊客数については、長崎県が５月より九州在住者を対象とした旅行代金割引 

キャンペーンを展開し、本市も７月から市民対象の割引キャンペーンを始めたこ 

となどが要因となって、宿泊客数の伸びにつながったとみられます。 
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○観光消費額 １４６億７，５３０万円（２７億８１２万円増） 

観光客が消費した観光消費額は、前年比２２．６％増の１４６億７，５３０万円

となりました。 

内訳は以下の通りです。 

日帰り客 約７１億２，９１６万円（前年比１４．５％増） 

宿泊客  約７５億４，６１４万円（前年比３１．５％増） 

  

観光消費額 令和３年 令和４年 前年比 

合計 １１９億６，７１８万円 １４６億７，５３０万円 ２２．６％増 

日帰り客 ６２億２，６８１万円  ７１億２，９１６万円 １４．５％増 

宿泊客 ５７億４，０３６万円  ７５億４，６１４万円 ３１．５％増 

＊令和３年の観光消費額が、調査データの再算定に伴い、本年度に入って変更され

ております。 

 ＊主な変更点：宿泊客の観光消費額の再算定に伴う変更 

              変更前         変更後 

合計    １３０億８，８２８万円  １１９億６，７１８万円 

 日帰り客 修正なし 

 宿泊客   ６８億６，１４６万円     ５７億４，０３６万円 

○修学旅行宿泊客 ８，７９２人（１，４９５人増） 

修学旅行宿泊客数は、前年比２０．５％増の８，７９２人となりました。学校数

は１２７校（前年比５６．８％増、４６校増）と回復をみせました。 

地域別でみると、関西が４８校（３７．８％）と４割ほどを占め、九州・沖縄が

４０校（３１．５％）、関東は１７校（１３．４％）、その他の地域が２２校（１７．

３％）となりました。 

コロナ禍を機に、令和２年は九州・沖縄からの来仙が大半となっていましたが、

令和３年より関西および関東からの来仙も徐々に回復をみせ、令和４年は関西から

の来仙が多い結果となりました。 

 

○外国人宿泊客延べ滞在数 ２，９８４人（２，５５４人増） 

前年比５９４％増の２，９８４人となりました。 

 新型コロナウイルス感染拡大に伴う移動制限が緩和されたことでインバウンド

（訪日外国人）も戻りつつあるとみられるため、前年より大幅増になっていますが、

依然として新型コロナウイルス感染拡大前の水準（平成３０年６万９，５８４人、

令和元年５万７，１８３人）には届いておりません。 

 



3 

 

○最後に 

昨年１年間でみると、令和４年１月に雲仙観光局が設立され、市内全体の観光浮

揚を図る、新たな門出の年となりました。 

新型コロナウイルスの感染状況も落ち着きを見せ、徐々にウィズコロナの風潮が

浸透し、中止となっていたイベントが再開するなど、明るい兆しを見せてきました。 

アフターコロナのなか、宿泊客数は一定程度の回復を見せつつあるものの、観光

客延べ数はコロナ前の令和元年（約２７５万２千人）に比べて８６万人ほど少なく

なっております。 

しかしながら、複数の大型宿泊施設が、団体旅行者向けから個人旅行客がより快

適に過ごせる環境に向けた改修を行ったことで、客単価の増加や滞在日数の延長に

つながっていると考えます。 

市としましては宿泊施設の部屋数が限られる現状を踏まえると、観光客数の増加

だけを求めることには無理があると考えておりますので、今後、国や県の動向を注

視しながら、地域の特色を生かした戦略的かつ効果的な観光施策を推進し、リピー

ター獲得や長期滞在できるような政策を実施し、観光消費額の増加につなげ、地域

の活性化を図っていきたいと思います。 
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〇月別宿泊客数 ３年比較（令和２年～令和４年） 

３か年月別宿泊客数

延べ宿泊客数 前年比 宿泊客実数 前年比
宿泊延べ滞在数（延べ
宿泊客＋宿泊客実数） 延べ宿泊客数 前年比 宿泊客実数 前年比

宿泊延べ滞在数（延べ
宿泊客＋宿泊客実数） 前年比 延べ宿泊客数 前年比 宿泊客実数 前年比

宿泊延べ滞在数（延べ
宿泊客＋宿泊客実数） 前年比

1月 35,690人 97.6% 30,552人 95.2% 66,242人 10,839人 35.5% 8,816人 28.9% 19,655人 29.7% 19,578人 180.6% 16,439人 186.5% 36,017人 183.2%

2月 31,661人 89.1% 27,955人 88.8% 59,616人 10,381人 37.1% 8,531人 30.5% 18,912人 31.7% 12,253人 118.0% 9,518人 111.6% 21,771人 115.1%

3月 23,919人 52.9% 19,972人 48.7% 43,891人 24,302人 121.7% 22,378人 112.0% 46,680人 106.4% 25,756人 106.0% 21,685人 96.9% 47,441人 101.6%

4月 7,328人 19.5% 4,033人 12.5% 11,361人 20,805人 515.9% 19,029人 471.8% 39,834人 350.6% 26,177人 125.8% 22,889人 120.3% 49,066人 123.2%

5月 7,384人 14.1% 4,140人 8.8% 11,524人 13,564人 327.6% 12,239人 295.6% 25,803人 223.9% 32,842人 242.1% 29,101人 237.8% 61,943人 240.1%

6月 23,269人 68.9% 19,342人 66.1% 42,611人 10,181人 52.6% 8,776人 45.4% 18,957人 44.5% 22,680人 222.8% 20,105人 229.1% 42,785人 225.7%

7月 34,060人 99.2% 30,521人 106.3% 64,581人 26,528人 86.9% 24,542人 80.4% 51,070人 79.1% 22,167人 83.6% 19,449人 79.2% 41,616人 81.5%

8月 24,013人 47.8% 19,206人 47.3% 43,219人 17,472人 91.0% 15,185人 79.1% 32,657人 75.6% 30,333人 173.6% 25,616人 168.7% 55,949人 171.3%

9月 28,108人 87.0% 24,248人 87.6% 52,356人 13,042人 53.8% 11,282人 46.5% 24,324人 46.5% 24,595人 188.6% 21,865人 193.8% 46,460人 191.0%

10月 36,594人 76.8% 32,635人 75.8% 69,229人 28,683人 87.9% 26,092人 80.0% 54,775人 79.1% 30,926人 107.8% 27,511人 105.4% 58,437人 106.7%

11月 45,389人 82.1% 41,826人 82.9% 87,215人 37,587人 89.9% 35,122人 84.0% 72,709人 83.4% 39,203人 104.3% 35,076人 99.9% 74,279人 102.2%

12月 31,219人 80.3% 27,995人 81.9% 59,214人 33,430人 119.4% 31,101人 111.1% 64,531人 109.0% 35,147人 105.1% 31,558人 101.5% 66,705人 103.4%

計 328,634人 65.8% 282,425人 64.6% 611,059人 246,814人 87.4% 223,093人 79.0% 469,907人 76.9% 321,657人 130.3% 280,812人 125.9% 602,469人 128.2%

令和4年令和２年 令和3年

 

 

〇直近５年間の動向（平成３０年～令和４年：１月～１２月） 

＜観光客数＞ 

平成３０年 令和元年 令和２年 令和3年 令和4年

2,851,731人 2,752,536人 1,832,123人 1,596,321人 1,892,115人

1,939,822人 1,815,320人 1,221,064人 1,126,414人 1,289,646人

911,909人 937,216人 611,059人 469,907人 602,469人

延べ宿泊客数 486,516人 499,701人 328,634人 246,814人 321,657人

宿泊客実数 425,393人 437,515人 282,425人 223,093人 280,812人

93.8% 96.9% 66.5% 87.1% 118.5%

94.1% 94.1% 67.2% 92.2% 114.5%

93.3% 102.8% 65.1% 76.9% 128.2%

雲仙市観光客数（平成30年～令和３年）

Ａ対前年比（％）

Ｂ対前年比（％）

Ｃ対前年比（％）

観光客延べ数
（Ａ）

宿泊客延べ滞在
数

（Ｃ）

日帰り客数
（Ｂ）

 

 

＜修学旅行客＞ 

延宿泊数 学校数 延宿泊数 学校数 延宿泊数 学校数 延宿泊数 学校数 延宿泊数 学校数

雲仙地区 12,770人 114校 11,438人 103校 5,707人 72校 6,659人 66校 6,950人 81校

小浜地区 2,344人 45校 1,741人 41校 553人 11校 638人 15校 1,842人 46校

合計 15,114人 159校 13,179人 144校 6,260人 83校 7,297人 81校 8,792人 127校

対前年比（％） 87.9% 87.4% 87.2% 90.6% 47.5% 57.6% 116.6% 97.6% 120.5% 156.8%

令和3年平成３０年 令和4年令和元年 令和２年

 

 



5 

 

＜外国人宿泊客＞ 

地域

国・地域

アジア 63,618人 49,755人 5,260人 201人 2,532人

中国 8,712人 7,586人 1,205人 50人 269人

台湾 6,454人 4,876人 766人 19人 183人

香港 6,694人 10,126人 1,624人 0人 710人

韓国 38,832人 20,988人 967人 10人 959人

シンガポール 1,282人 1,377人 105人 38人 198人

タイ 313人 1,717人 18人 0人 99人

ベトナム 218人 28人 4人 24人 56人

フィリピン 146人 46人 0人 26人 7人

マレーシア 168人 522人 80人 0人 20人

インドネシア 171人 135人 0人 10人 6人

その他 628人 2,354人 491人 24人 25人

2,730人 3,639人 254人 89人 158人

イギリス 307人 637人 142人 26人 25人

フランス 791人 1,051人 21人 5人 45人

ドイツ 732人 930人 18人 4人 59人

その他 900人 1,021人 73人 54人 29人

1,624人 1,465人 235人 90人 165人

アメリカ 1,198人 1,065人 216人 90人 115人

カナダ 393人 398人 19人 0人 50人

その他 33人 2人 0人 0人 0人

4人 201人 0人 0人 0人

215人 504人 31人 18人 63人

オーストラリア 212人 485人 21人 18人 53人

その他 3人 19人 10人 0人 10人

91人 431人 97人 16人 4人

1,302人 1,188人 176人 16人 62人

69,584人 57,183人 6,053人 430人 2,984人

100.4% 82.2% 10.6% 7.1% 694.0%

令和2年平成３０年 令和元年 令和３年

北アメリカ

令和４年

宿泊客延べ滞在数（人）

対前年比（％）

合　　計

その他の国・地域

オセアニア

ヨーロッパ

国籍不明など

南アメリカ
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市長コメント 

 

令和４年の雲仙市観光統計をみますと、コロナ禍からの回復傾向が顕

著にみられ、宿泊客数、日帰り客数ともに前年比で増加したことは、観

光回復に向けた明るい兆しが見えてきたものととらえております。 

宿泊客延べ滞在数をみますと、５月からは九州在住者を対象にした、

長崎県による割引キャンペーンが始まったことにより、ゴールデンウイ

ークを含む５月と６月には前年の倍以上となりました。また、７月から

は市民の皆様を対象にした宿泊促進支援事業を実施したところ、多くの

方々にご利用いただきましたことに対し、心より感謝申し上げます。 

しかしながら、依然として新型コロナウイルス感染拡大前の令和元年

と比べ、観光客延べ数は８６万人ほど少なくなっております。 

市といたしましては宿泊施設の部屋数が限られる現状を鑑みると、観

光客数の増加だけを求めることには限界があると思っており、今後も社

会情勢を踏まえ、国や県の動向を注視しながら、戦略的かつ効果的な観

光政策を実施し、観光消費額の増加につなげ、地域の活性化を図ってき

たいと思っております。 

令和５年８月２４日 

雲仙市長 金澤秀三郎 

 


